
≪令和５年度阿南市在宅医療・介護連携支援センター事業≫ 

 第２回 阿南市在宅医療・介護サービス事業所連絡会（部会長会） 

【報告書】 

 

                       開催日：令和 6年 1月 25 日（木） 

                 時 間：9:30～11:30 

場 所：阿南市役所 303 会議室 

 

 

参加者：１２名 

・グループホーム部会 

  部会長：濱田 隆一（グループホーム笑顔毎日 管理者） 

   ・介護老人保健施設・通所リハビリテーション・訪問リハビリテーション部会 

      部会長：原 愛実（原田病院 理学療法士） 

   ・特別養護老人ホーム部会 

      部会長：久世 光洋（特別養護老人ホーム ヴィラ羽ノ浦 施設長） 

   ・（看護）小規模多機能型居宅介護部会 

      部会長：木村 賢徳（多機能ホームキムラ 管理者） 

   ・居宅介護支援事業所部会 

      部会長：仁木 康統（居宅介護支援事業所岩城クリニック 管理者） 

      ・養護・軽費老人ホーム部会 

      部会長：高崎 泰規（ケアハウス タラサ双葉 施設長） 

   ・通所介護部会 

部会長：汐崎 満文（青彩会デイサービスセンター 生活相談員） 

   ・訪問介護部会 

部会長：松下 浩子 （阿南荘ホームヘルプサービス サービス提供責任者） 

 

・地域共生推進課         主査 新居 恵介 

・地域共生推進課         主事 山口 八千恵 

・介護保険課           主査 遠藤 陽子 

・在宅医療・介護連携支援センター センター長 湯浅 祐司 

 

⑴本会について事務局からの説明 

  同業種間での共通認識・資質向上に繋ぐ顔と顔の見える関係づくりの構築。在宅医 

療・介護に関わる業種ごとに設立した部会で全体会を開催し、意見交換を通じた運営 

や資源の把握、課題の抽出等を行い連携強化に繋げる。 

⑵自己紹介 

来年度より新たに通所介護、訪問介護がサービス事業所連絡会に参入するこ

とで、現在の代表者の２名が自己紹介を行った。 

 



⑶意見交換 

◆令和５年度の開催状況・共通認識について 

・開催状況は阿南市公式ホームページ内の在宅医療・介護連携支援センター

を参照。 

【共通認識】 

・ケアプランデータ連携システムについては、補助金等の助成について阿南

市へ働きかけていく。 

 

◆部会開催について 

・今年度、未開催の部会は年度内に１回の開催を予定する。 

 

【来年度の運営について】 

・サービス事業所連絡会は引き続き、種別で開催する。 

・各部会、年に２回実施。（上・下半期で各１回） 

・各部会の代表者の任期は原則１年として再任するのも可とする。 

・各部会、代表者以外に副代表の選任も可とする。 

・実施内容は各部会で考案または部会長会から提案し、在宅医療・介護連携

支援センター及び地域共生推進課へ報告する。他の関係する課へ参加の要

望がある場合は、地域共生推進課へ相談する。 

・部会の連絡体制については、各部会長との連絡は「LINE」を使用。 

 ※各部会長に専用メールアドレスがないことを受け、「LINE」とする。 

・連絡方法について、地域共生推進課が導入予定の「LINE WORKS」を使用す

ることを検討する。 

・部会長会は年２回の実施予定とし、議題等があれば随時開催する。 

・報告書は、統一様式を事務局が作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【部会長会風景】 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者：センター長 湯浅 祐司 


